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(百万円未満切捨て)

１．平成26年３月期第１四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第１四半期 24,788 △5.4 △77 ― 42 △95.5 △61 ―

25年３月期第１四半期 26,204 △5.6 721 8.0 962 22.0 533 42.5

(注) 包括利益 26年３月期第１四半期 383百万円(17.1％)   25年３月期第１四半期 327百万円(△28.7％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年３月期第１四半期 △1 .16 ―

25年３月期第１四半期 10 .16 10 .10

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年３月期第１四半期 80,541 29,050 35.9

25年３月期 81,478 29,013 35.4

(参考) 自己資本 26年３月期第１四半期 28,905百万円 25年３月期 28,861百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年３月期 ― 8 .00 ― 7 .00 15 .00

26年３月期 ―

26年３月期(予想) 7 .00 ― 8 .00 15 .00

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計）は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 63,000 2.4 2,100 1.6 2,250 △3.0 1,400 8.3 26 .45

通期 130,000 1.4 4,600 0.2 4,800 △2.5 3,000 △1.7 56 .66

djk28509
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この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了してお

りません。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではあり

ません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな

る条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】３ペ

ージ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」を

ご覧ください。 

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年３月期１Ｑ 55,432,000株 25年３月期 55,432,000株

② 期末自己株式数 26年３月期１Ｑ 2,468,259株 25年３月期 2,550,240株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期１Ｑ 52,917,037株 25年３月期１Ｑ 52,571,205株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日～平成25年６月30日）におけるわが国経済は、政府の

経済対策や金融政策への期待感から円安・株高が進み景気回復の兆しが見られたものの、円安に伴う原

材料価格の上昇、長引く欧州債務危機や新興国経済の停滞懸念等、依然として先行き不透明な状況で推

移しました。 

このような状況の中で、エンジニアリング会社や化学会社向けの大口プラント設備案件の納入が減少

し、またアジア地域におけるＩＴ・デジタル関連機器および車載関連機器の製造装置等の需要が減少し

たため、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前第１四半期連結累計期間と比べて1,416百万円減の

24,788百万円（前年同期比5.4％減）となりました。また、営業損益は798百万円減の77百万円の損失、

経常利益は919百万円減の42百万円（前年同期比95.5％減）、四半期純損益は595百万円減の61百万円の

損失となりました。 

  

報告セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

プラント・エネルギー事業 

大手石油会社向けの製油所発電設備の補修用設備の売上があったものの、プラント用設備の大口

案件の納入が減少したため、売上高は151百万円減の5,489百万円（前年同期比2.7％減）、セグメ

ント利益（営業利益）は233百万円減の27百万円（前年同期比89.3％減）となりました。 

エレクトロニクス事業 

アジア地域を中心にＩＴ・デジタル関連機器製造会社向けの電子部品実装機等の需要は前年同期

並みの需要を維持し、売上高は213百万円増の7,362百万円（前年同期比3.0％増）となったもの

の、セグメント利益（営業利益）は166百万円減の217百万円（前年同期比43.4％減）となりまし

た。 

産業機械事業 

海外を中心に自動車関連業界向けの設備の需要が好調で、売上高は198百万円増の7,120百万円

（前年同期比2.9％増）、セグメント利益（営業利益）は54百万円増の230百万円（前年同期比

31.3％増）となりました。 

海外法人 

アジア地域における電子部品実装機関連および自動車関連業界向けの設備の販売が減少したた

め、売上高は1,466百万円減の4,280百万円（前年同期比25.5％減）、セグメント利益（営業利益）

は269百万円減の182百万円（前年同期比59.7％減）となりました。 

  

  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、937百万円減少の80,541百万円

となりました。これは主に、売上債権の回収に伴い受取手形及び売掛金が減少したことによるものであ

ります。 

負債合計は、974百万円減少の51,490百万円となりました。これは主に、仕入債務の支払いに伴い支

払手形及び買掛金が減少したことによるものであります。 

純資産合計は、36百万円増加の29,050百万円となりました。これは主に、四半期純損失61百万円を計

上したものの、株式相場の上昇によりその他有価証券評価差額金が増加したことによるものでありま

す。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（２）財政状態に関する説明
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ、274百万円増

加し、13,168百万円（前年同期比51百万円減）となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少やプラント関連の前受金の増加などがあった

ものの、仕入債務の減少やプラント関連の前渡金の増加などがあったため、2,533百万円の減少（前年

同期比4,148百万円減）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得などにより21百万円の減少（前年同期比

20百万円増）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払いがあったものの、短期借入金の借り入れなど

により2,866百万円の増加（前年同期比4,766百万円増）となりました。 

  

  

平成26年３月期通期の連結業績予想は、平成25年５月10日に公表した内容に変更はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動はありません。 
なお、平成25年５月にアジア地域における営業活動拡大のため、DAIICHI JITSUGYO (VIETNAM)

CO., LTD.をベトナムに設立し、連結の範囲に含めております。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,974 12,989

受取手形及び売掛金 38,390 33,369

商品及び製品 7,652 8,838

仕掛品 925 1,079

原材料及び貯蔵品 272 272

前渡金 7,009 8,387

繰延税金資産 538 564

その他 3,739 4,525

貸倒引当金 △56 △54

流動資産合計 71,445 69,971

固定資産

有形固定資産 2,544 2,569

無形固定資産 111 127

投資その他の資産

投資有価証券 6,143 6,560

その他 1,457 1,548

貸倒引当金 △223 △235

投資その他の資産合計 7,377 7,873

固定資産合計 10,033 10,569

資産合計 81,478 80,541

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 32,228 27,435

短期借入金 6,999 10,233

未払法人税等 1,244 144

前受金 8,574 10,160

引当金 914 753

その他 1,159 1,371

流動負債合計 51,122 50,099

固定負債

長期借入金 350 335

繰延税金負債 381 570

引当金 245 258

その他 365 226

固定負債合計 1,342 1,390

負債合計 52,464 51,490
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,105 5,105

資本剰余金 3,786 3,786

利益剰余金 20,258 19,822

自己株式 △1,079 △1,045

株主資本合計 28,070 27,668

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 844 1,122

繰延ヘッジ損益 20 66

為替換算調整勘定 △72 47

その他の包括利益累計額合計 791 1,236

新株予約権 96 89

少数株主持分 55 55

純資産合計 29,013 29,050

負債純資産合計 81,478 80,541
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年６月30日)

売上高 26,204 24,788

売上原価 22,480 21,638

売上総利益 3,724 3,150

販売費及び一般管理費 3,002 3,227

営業利益又は営業損失（△） 721 △77

営業外収益

受取利息 7 13

受取配当金 47 45

為替差益 111 65

仕入割引 66 54

持分法による投資利益 41 －

その他 30 16

営業外収益合計 304 195

営業外費用

支払利息 27 35

支払手数料 17 19

持分法による投資損失 － 5

その他 17 14

営業外費用合計 63 75

経常利益 962 42

特別利益

固定資産売却益 0 2

投資有価証券売却益 － 4

新株予約権戻入益 0 1

その他 0 －

特別利益合計 1 8

特別損失

固定資産除却損 0 0

固定資産売却損 － 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 963 51

法人税、住民税及び事業税 175 133

法人税等調整額 147 △21

法人税等合計 322 111

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

640 △60

少数株主利益 107 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） 533 △61
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四半期連結包括利益計算書
第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

640 △60

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △238 278

繰延ヘッジ損益 △55 46

為替換算調整勘定 △18 97

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 21

その他の包括利益合計 △313 444

四半期包括利益 327 383

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 259 383

少数株主に係る四半期包括利益 68 △0
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 963 51

減価償却費 77 81

株式報酬費用 4 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20 9

引当金の増減額（△は減少） △473 △151

受取利息及び受取配当金 △54 △59

支払利息 27 35

固定資産除売却損益（△は益） △0 △1

投資有価証券評価損益（△は益） － △4

持分法による投資損益（△は益） △41 5

売上債権の増減額（△は増加） 5,836 5,245

前渡金の増減額（△は増加） △3,057 △1,348

たな卸資産の増減額（△は増加） △393 △1,254

その他の流動資産の増減額（△は増加） △45 △586

仕入債務の増減額（△は減少） △3,685 △4,974

前受金の増減額（△は減少） 4,108 1,539

その他の流動負債の増減額（△は減少） 22 254

その他の固定負債の増減額（△は減少） － △132

その他 △86 △46

小計 3,180 △1,336

利息及び配当金の受取額 57 66

利息の支払額 △26 △38

法人税等の支払額 △1,597 △1,224

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,614 △2,533

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） － 16

有形固定資産の取得による支出 △25 △57

有形固定資産の売却による収入 3 2

無形固定資産の取得による支出 △0 △14

投資有価証券の取得による支出 △4 △5

投資有価証券の売却による収入 － 19

貸付けによる支出 △11 △5

貸付金の回収による収入 2 37

会員権の売却による収入 2 －

その他 △7 △16

投資活動によるキャッシュ・フロー △42 △21
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,440 3,236

長期借入金の返済による支出 △38 △15

自己株式の取得による支出 △0 △1

自己株式の売却による収入 0 －

ストックオプションの行使による収入 4 25

配当金の支払額 △421 △371

その他 △4 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,899 2,866

現金及び現金同等物に係る換算差額 △57 △36

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △384 274

現金及び現金同等物の期首残高 13,604 12,894

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,219 13,168
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
 

 

注１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械・器具の賃貸や保守・

点検、保険代理業を含んでおります。 
  

２ セグメント利益の調整額△552百万円には、セグメント間取引消去△13百万円、各報告セグメントに 

  配分していない全社費用△577百万円、たな卸資産の調整額38百万円およびその他の調整額０百万円 

  が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
  

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 ２．報告セグメントの変更等に関する事項 

  会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に

伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、

改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正

後の法人税法に基づく方法に変更しております。 

  なお、これによる当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 

(注１)
合計

調整額 

(注２)

四半期連

結損益計

算書計上

額(注３)

プラン

ト・エネ

ルギー 

事業

エレクト

ロニクス

事業

産業機械

事業
海外法人 計

売上高

外部顧客への売上高 5,640 7,149 6,921 5,747 25,458 746 26,204 ― 26,204

セグメント間の内部 

売上高又は振替高
146 1,288 412 1,885 3,733 453 4,186 △4,186 ―

計 5,787 8,438 7,333 7,632 29,192 1,199 30,391 △4,186 26,204

セグメント利益 261 384 175 452 1,273 0 1,274 △552 721
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
 

 

注１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械・器具の賃貸や保守・

点検、保険代理業を含んでおります。 
  

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△641百万円には、セグメント間取引消去10百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△651百万円、たな卸資産の調整額０百万円およびその他の調整

額△０百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。 
  

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

  

該当事項はありません。 

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 

(注１)
合計

調整額 

(注２)

四半期連

結損益計

算書計上

額(注３)

プラン

ト・エネ

ルギー 

事業

エレクト

ロニクス

事業

産業機械

事業
海外法人 計

売上高

外部顧客への売上高 5,489 7,362 7,120 4,280 24,252 536 24,788 ― 24,788

セグメント間の内部 

売上高又は振替高
205 1,089 303 2,724 4,322 499 4,822 △4,822 ―

計 5,694 8,452 7,423 7,004 28,574 1,035 29,610 △4,822 24,788

セグメント利益又は
損失(△)

27 217 230 182 657 △94 563 △641 △77

（重要な後発事象）
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